
平成 30年度島根県学力調査を活用した授業改善に向けて 
島根県教育委員会 

１ 学校全体、学年全体の学力の状況はどうなっているか？ 

① 調査結果チャート（分析ツール）で学校全体・

学年全体の状況を把握 

 学校全体、学年全体の取組状況を把握するた

めに、教科に関する調査、意識調査の結果をス

コア化し、県平均スコアとの差を表した「調査

結果チャート」を活用します。このチャートは、

学年ごとに作成されます。平均との差ですの

で、把握できるのはあくまでも概要ですが、平

均と比べて極端に低い項目については、学校全

体の課題（弱み）としてとらえていく必要があ

ります。 

 

② 県平均正答率との差推移グラフ（分析ツール）で長期的な取組状況を把握 

 過年度の結果の数値を入力

することにより、教科に関す

る調査における、県平均正答

率との差の推移を経年で表し

た「県平均正答率との差推移

グラフ」を分析ツールで作成

することができます。これに

より、学校全体としての長期

的な取組状況を把握すること

ができます。  

 島根県学力調査を活用した授業改善を進めるためには、次の３つのステップが大切です。 

ステップ１【成果と課題の把握】結果に基づいて、子どもの学力の成果（強み）や課題（弱み）を

把握する。 

ステップ２【成果と課題の背景についての考察】自分の学校（学級、教科）になぜ、そのような成

果（強み）と課題（弱み）がみられるのか、データをもとに考察する。 

ステップ３【改善策の立案と実施】成果（強み）を一層伸ばし、課題（弱み）を改善するための取 

組を立案し実践する。 

この３つのステップをすみやかに行い、各学級・教科でできるところから指導の改善を

図っていただけるよう、ステップ１における帳票の活用の仕方を中心に、この資料を作成

しました。各学校の授業改善の取組の参考にしてください。 
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２ 学級ごと・教科ごとの学力の状況はどうなっているか？ 

① カテゴリーごとの正答率一覧、正答率度数分布で、学級の全体の状況を把握 

 自分が授業をしている学級のおおまかな状況

を把握するためには、「カテゴリーごとの正答率

一覧」を活用します。この帳票にはカテゴリー（領

域別、観点別、問題形式別、問題内容）の結果が

まとめられています。この帳票の右にあるグラフ

には、学級平均正答率を県平均正答率と比較して

表示してあります。（図１は領域別の例）極端に低

くなっている場合には、その領域の学力の定着に

課題があると読み取ることができます。また、「正答率度数分布」には正答率別の割

合が県との比較でまとめられており、学力層からみた学級集団の状況を捉えること

ができます。 

 

② 設問情報一覧で、問題ごとの状況を把握 

 問題ごとにどのような課題があるかを把握するためには、「設問情報

一覧」を活用します。設問情報一覧には、問題ごとに学級の平均正答率

を、県平均正答率と比較してあります。（図２）県平均正答率に比べて極

端に低くなっている問題については、課題があると考えられます。 

 

 

 

 

③ 設問ごとの解答傾向一覧（帳票）で解答傾向を

把握 

 設問情報一覧で課題があった問題を中心に、

子どもたちがどのような誤答をしているのかを

確認するために、「設問ごとの解答傾向一覧」を

活用します。 

 類型番号０が正答（正答が複数設定されてい

る場合もある）で、その他の解答をした児童生

徒の割合が類型ごとに示されています。（図３）

調査結果資料ＲＯＭに収めてある解答類型と照

らし合わせると、課題があった問題について子

どもたちがどのような誤答をしているかを把握

することができます。何を

どう間違えたか、なぜ間違

えたかを分析することで、

今後取り組むべきことが明

確になります。 

 

図２ 
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1 一 1 0 「きょうてき」と解答しているもの ◎

1 「きょうてき」のうち「きょう」だけ正しく解答しているもの
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３  子ども一人一人の学力や生活意識の状況はどうなっているか？ 

① 返却される個人票 

 紙媒体は返却用の１部ずつですが、個人票のＰＤＦデータは結果資料ＲＯＭに収

納されていますので、いつでも確認することができます。デジタル答案及びフォ

ローアッププリントは結果資料ＲＯＭに格納されていますので、適宜事後学習、

事後指導に役立ててください。個人成績表と子どもたちの解答・回答状況をまとめ

た「設問ごとの個人別解答状況一覧」「質問ごとの回答傾向一覧」によって、子ど

もたちの状況を把握することができます。 

 

② 個人成績表とデジタル答案で一人一人の状況を把握する 

 「個人成績表」には、各教科ごとにその子自身の正答率と県平均正答率が比較で

きるようになっています。また、領域別・問題別のその子自身の結果と県平均正答

率も比較できるようになっています。個人成績表にどのように記載されているかを

確認し、結果を前向きに受けとめて今後に生かしていくための支援をしていくこと

が大切です。個人成績表に記載されている「デジタル答案」は、子どもたちの答案

がそのまま印字されており、正誤を具体的に確認できるようになっています。正解

ではなかった問題に対して、「なぜ正解ではなかったのか」を児童生徒と一緒に確

認し、間違った問題についての復習を促すなど、事後学習に生かしてください。 

 

③ フォローアッププリントを活用し、学力の定着を図る 

 「フォローアッププリント」（図４はその例）は、各学年教科ごとにいくつかの

問題を収納しています。必要に応じてご活用ください。 

 

  

個人成績表 
個人の教科別の正答率、観点別正答率、領域別正答

率などを、県平均正答率と比較して表示したもの。 

図４ 



４ 学級（全体）の生活・学習に関する意識はどうなっているか？ 

 学級、学年、市町村、島根県の「質問ごとの回答傾向一覧」を見比べ、生活習慣、

学習習慣、授業に対する意識などから学級としての改善点を見出していきます。 

 生活・学習に関する意識調査は、教科に関する調査では測りにくい「学ぶ力」の

状況把握や授業改善のために活用できることを第一に考えて作成していますが、学

級集団づくりや生徒指導、ふるさと教育などに関する質問項目もありますので、幅

広く活用ください。「質問ごとの回答傾

向学年推移一覧」には、小学校第５学年

と第６学年、中学校第１学年と第２学年

の状況をまとめて表示してありますの

で、学校全体の状況を学年間で比較する

ことができます。（図５） 

 

 

５ まとめ～今年度の取組の成果と課題を学校全体で共有するために～ 

 これまでも全国学力・学習状況調査や島根県学力調査から成果や課題を見出し、

そこから改善策を考える取組が行われています。県学力調査の分析では、現在の教

職員集団による今年度の取組を踏まえた改善策を考えることが重要です。 

「４月以降、子どもたちの学力育成のために学校全体で取り組んできたことは何

か？」「学校全体の方針を受けて、学級、教科で力を入れて取り組んできたことは

何か？」ということが、成果（強み）や課題（弱み）をまとめるベースとなります。

これをベースとしながら、自校の子どもたちの学力の成果（強み）と課題（弱み）

をまとめるための一般的な流れは次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【あらかじめ確認しておくこと】 

「４月以降、子どもたちの学力育

成のために学校全体で取り組ん

できたことは何か？」 

「学校全体の方針を受けて、学

級、教科で力を入れて取り組んで

きたことは何か？」 

【学級担任・教科担任】 

「自分が指導している

学級や教科で、どのよ

うな成果や課題がみら

れたか？」 

【課題の共有】 

「学級、学年、教科の成果や課

題は何か？」 

「学校全体の成果や課題は何

か？」 

＜ポイント＞網羅的にならずに、自分たちが重点的に取り組んで

きたことを中心に検証すること。 

図５ 

 選択肢1　当てはまる

 選択肢3　どちらかといえば, 当てはまらない

選択肢2　どちらかといえば, 当てはまる

選択肢4　当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小5

小6

中1

中2



 

 

 

 

成果（強み）と課題（弱み）の背景についての考察は、これまでの指導の状況、子どもた

ちの日々の姿などに基づいて総合的に行います。これについても、学校として重点的に取り

組んできたことがベースとなります。一般的な流れは、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この時期には、どの学校でも年度の取組を振り返り、学校評価（自己評価）を行います。

ステップ２は、学校評価（自己評価）の一つに位置付けることができます。 

 

 

 

 

  

学年、教科ごとに学力調査の結果から得られた成果と課題、その背景を考察したうえで、

一番大切なのは「できることからすぐに取りかかる」ことです。学級や教科ごとに取り組む

べきこと、「明日から、これだけはきちんとやっていこう」ということを教職員で共有して

全体で取り組んでいくことがあると思いますが、大切なのは実践です。結果を踏まえた指導

の改善を図り、子どもたちが今年度中に身に付けるべき学力をきちんと身に付けて進級、進

学できるような指導を各学校において充実させていただきたいと思います。 

 学校全体としては、時間をかけてじっくりと取り組むべきことを、次年度の重点として、

来年度の教育課程の編成に反映させることもありますが、現在の教職員集団で取り組んでき

た結果としての課題のうち、今年度中に解決をめざして取り組んだこと（重点の徹底や補充

指導が必要な内容など）は、次年度にできるだけ持ち越さないようにするということが大切

です。 

 

 

  

ステップ２【成果と課題の背景についての考察】 

ステップ３【改善策の立案と実施】 

【学級担任・教科担任】 

「自分が指導している学級や

教科で、成果と課題がみられる

のはどうしてか？」 

【学校全体の教職員で共有】 

「これまでの指導の取組のど

こがよくて、どこが不十分だっ

たのか？」 

＜ポイント＞これまで重点的に取り組んできたことが、

どうだったか。あくまでも指導の問題として考える。 

生活・学習に関する意識調査には、授業改善の視点と

なる質問項目が多く含まれているので、参考にする。 

＜ポイント＞学級、学年、教科だけの問題ととらえるの

ではなく、学校全体の問題であるととらえ、学校全体と

しての成果と課題、その背景について教職員で共有する。 



 

 

 

 ステップ１から３まで述べた取組をできるだけ時間をかけずに行うための職員会議のプ

ログラム例は次のとおりです。学校種、学校規模等の実態に応じて、アレンジしてください。 

 

１ 事前の準備  

① 学力調査結果を学級担任、教科担任に配付する。 

② 担任は学校で重点的に取り組んでいる取組に応じて、成果や課題を簡潔にまとめる。 

（小学校はすべての教科ではなく重点教科にしぼって行うことも考えられます。こ

こまでを職員会議までにやっておくとよいと思います。） 

 

２ 職員会議の流れ  …ねらいは「明日から取り組むことの確認と共有」 

① 学級、学年、教科等の課題の共有（10分程度） 

全体で成果や課題を共有し、学校全体の成果（強み）や課題（弱み）を確認する。 

② 成果（強み）と課題（弱み）の背景・要因についての考察（20分程度） 

調査結果などをもとにしながら、グループごとに協議する。 

③ 個別の改善策と学校全体の改善策についての協議（30分程度） 

「個人としてすぐにとりかかること」「学校全体ですぐにとりかかること」をグルー

プごとに協議する。 

④ 各グループ協議の結果の共有（20分程度） 

⑤ まとめ・・・今後の取組の確認 

 

３ 事後のまとめ  

① 管理職等を中心に、今後の取組のポイントをまとめ、教職員に配付するなどして、

共通理解を図る。 

 

職員会議のプログラム例 


